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業績予想修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 8 月 3 日の第 1 四半期決算発表時に公表した平成 19 年 3

月中間期（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

記 

 

１．当中間期の業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日） 

(1)連結 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想 （Ａ） 

（平成 18年 8月 3日 発表） 
28,000 150 100

今回修正予想 （Ｂ） 28,200 540 190

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 200 390 90

増 減 率 （％） 0.7 260.0  90.0

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17年 9月期） 
26,592 781 86

(2)個別 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想 （Ａ） 

（平成 18年 8月 3日 発表） 
20,800 100 50

今回修正予想 （Ｂ） 20,860 260 65

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  60 160 15

増 減 率 （％） 0.3 160.0 30.0

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17年 9月期） 
20,130 603 183

2．修正の理由 

（個別業績予想） 

  当中間期は料金の引き下げを実施しましたが、業務用需要の新規獲得、北見市のガス事業譲受等に

よりガス販売量、売上が堅調に推移し、また継続したコスト削減の効果により、経常利益は前回発表時に

比べ 1 億 6 千万円増加する見込みとなりました。また、ガス製造設備の撤去費用を特別損失に計上した

後の中間純利益は、前回発表時を若干上回る 6 千 5 百万円となる見込みです。 

（連結業績予想） 

  個別決算の業績予想修正の要因に加え、各セグメントとも増収を見込んでおり、連結経常利益は 5 億

4 千万円を計上する見込です。また、中間純利益は前回発表時に比べ 90 百万円増加し１億 9 千万円とな

る見込みです。 

3.その他 

 平成19年3月期通期の連結及び個別の業績予想につきましては、現在見直しを行なっており、平成 18
年 11月 7日予定の中間決算発表時にお知らせいたします。                        以 上 


